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「華麗なる風景 風景C」  1936年  北海道立近代美術館蔵 「華麗なる風景 青虫A」  1936年  
北海道立近代美術館蔵

「男と白鳥」  1941年  
北海道立近代美術館蔵

「大北海道」  1941年  北海道立近代美術館蔵

「雪」  1940年  北海道立近代美術館蔵

「材木置場と鴉」  1941年  北海道立近代美術館蔵
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小川原脩 
1911-2002

　北海道・倶知安町生まれ。東京美術学校（現・東京藝術大学）西洋画科卒業。
美術学校在学中に「納屋」（1933年）が帝展に入選。美術学校卒業後、福沢一
郎らと出会い「エコール・ド・東京」「創紀美術協会」「美術文化協会」などの結
成に参加。シュルレアリスム絵画への道を歩んだが、軍の規制が厳しくなり断念。
後に、軍の命により戦争記録画を制作。
　戦後は郷里・倶知安に戻り、岩船修三、木田金次郎らと「全道美術協会（全道
展）」の創立に参加。1958年、野本醇、因藤壽、穂井田日出麿らと「麓彩会」を創
立。1975年、北海道文化賞受賞。1994年、北海道開発功労賞、この年小川原脩
画集を出版（共同文化社）。
　倶知安町に定住してから60数年もの間、遥かなるイマージュを求め続け、70
歳を目前にして訪れた中国、チベット、インドで創作への新境地を拓いた。


